
第27回 倉敷緩和ケアセミナー

日時：2月10日（土）14：00～15：30
会場：倉敷中央病院 大原記念ホール（外来棟3階）

（〒710-8602 岡山県倉敷市美和1-1-1 Tel：086-422-0210）

＜座 長＞
倉敷中央病院 緩和ケア科 主任部長 佐野 薫 先生

埼玉県立がんセンター
緩和ケア科 科長

余宮 きのみ 先生

＊医師、看護師、薬剤師、その他緩和ケアに興味のある方、並びに医学生看護学生の多数の参加をお待ちしております。
＊事前申し込みは不要です。
＊お問い合わせ：倉敷中央病院Ｔｅｌ：086-422-0210（代表）リソースナースセンター平田 または 薬剤部 伊墻（いがき）まで

共催:倉敷中央病院 緩和ケア科・塩野義製薬株式会社

本講座は岡山県医師会認定生涯教育講座1.5単位 取得済みです。 CC：73 慢性疾患・複合疾患の管理
日本緩和医療薬学会 1単位 申請予定です。

～がん疼痛治療のスキルアップ！～

どんな痛みにも
対応できるようになるには？

＜講 演＞

この度「第27回 倉敷緩和ケアセミナー」 を下記の通り開催します。
お招きする余宮先生は、「がん疼痛の薬物療法に関するガイドライン」などの各種ガイドラインの作成

や、多くの著書の執筆をされており、緩和ケア領域の第一線でご活躍の先生です。当日は、がん性疼痛の
緩和に関して、実践的な内容の講演になるかと思います。緩和ケアに携わる方々だけでなく、多くの皆様
のご参加をお待ちしております。



特別ご講演講師ご紹介

埼玉県立がんセンター
緩和ケア科 科長 余宮 きのみ 先生略歴

1991年～日本医科大学卒業後 東京医科歯科大学神経内科、日本医科大学リハビリテーション科
2000年～埼玉県立がんセンター 緩和ケア科
2001年～同、緩和ケア病棟長、緩和ケアチーム、緩和ケア外来にて緩和ケアを実践
2009年～同、緩和ケア科科長（現職）

[専門] 
緩和ケア、がん諸症状の緩和、
特に神経障害性疼痛の緩和、がん終末期のリハビリテーション
[資格等]
日本緩和医療学会 専門医
日本緩和医療学会 評議員
日本緩和医療学会 がん疼痛薬物治療ガイドライン2014年版 WPG委員長

ガイドライン作成委員会 副委員長
日本臨床腫瘍学会 骨転移診療ガイドライン（2015年発刊）作成部会委員
日本膵臓学会 膵癌診療ガイドライン（2016年発刊）改訂委員会委員
埼玉医科大学非常勤講師
星薬科大学非常勤講師

【著書】

他の教科書に載っていない
臨床で本当に役立つ知恵を
満載
南江堂
201６年６月 増補版

鎮痛薬＆鎮痛補助薬の
使用のコツが分かる読み物
症例豊富
医学書院
201６年６月 第２版

患者の満足につながる緩和ケアを実現する
には、患者が何に苦しみ、何を望んでいるのか、
キャッチすることが不可欠！著者が年余に渡っ
て磨き蓄えてきた・・・患者の苦しみの詳細を
キャッチするための「よい質問」を公開！

南江堂
2017年2月 出版


